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■　専修大学140周年ロゴ/石巻専修大学30周年ロゴ

　
日
本
で
初
め
て
日
本
語
で
経
済
学
と
法
律
学
を

教
授
し
た
「
専
修
学
校
」
は
１
８
８
０
（
明
治

13
）
年
に
誕
生
し
た
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平

成
と
、
激
動
の
時
代
の
中
で
、
高
等
教
育
機
関
と

し
て
の
使
命
を
担
っ
て
き
た
。
そ
し
て
令
和
と
な

っ
た
今
年
９
月
16
日
、
専
修
大
学
は
創
立
１
４
０

周
年
を
迎
え
る
。

　
伝
統
の
教
育
・
研
究
環
境
と
、
建
学
の
精
神
を

現
代
的
に
捉
え
直
し
た
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会

知
性
の
開
発
」
の
も
と
、
よ
り
し
な
や
か
で
力
強

い
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
多
様
な
人
材
を
輩
出
す

る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

10
年
前
に
制
作
さ
れ
た
専
修
大
学
創
立

１
３
０
周
年
記
念
映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
に
は
、
若
き
創
立
者
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、
高
等
教
育
機
関

を
つ
く
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
顧

み
れ
ば
本
学
の
歴
史
は
、
そ
の
時
代
そ
の

時
代
の
専
修
人
が
、
学
校
を
つ
く
り
、
維

持
し
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
気
構
え
を

抱
き
、
つ
な
い
で
き
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
は
学
び
た
い
と
い
う
学
生
と
、
教
育
を

支
え
、
研
究
し
た
い
と
い
う
教
職
員
の
思

い
が
強
く
結
び
つ
き
、
本
学
を
支
え
続
け

て
き
た
の
だ
と
、
１
４
０
周
年
の
節
目
の

年
に
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
学
内
に
学

生
が
一
人
も
い
な
く
な
る
と
い
う
未
曽
有

の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
急
遽
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
専

門
的
知
見
を
持
っ
た
先
生
方
の
助
け
を
得

な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、
状
況
を
見
な
が
ら

方
向
性
を
決
め
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
当
然
不
満

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
生
方
も
思

う
よ
う
な
授
業
が
で
き
ず
、
も
ど
か
し
さ

を
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
甘
受
し
て

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
行
っ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
多
く
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
結
果
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
品
質
向
上
を
図
る
た
め
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｈ

Ｕ
　
５
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
」
を
策
定

し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
支
援
で
は
、
緊

急
支
援
奨
学
金
制
度
を
創
設
。
既
存
の
奨

学
制
度
に
加
え
、
９
月
に
は
新
た
に
独
自

の
支
援
策
の
創
設
を
予
定
す
る
な
ど
、
学

び
を
継
続
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
は
も
ち
ろ

ん
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て
学

び
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
我
々
は
ま
さ
に
今
、
新
し
い

時
代
の「
学
校
を
つ
く
ろ
う
」と
い
う
状
況

に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
大
学
と
い
う
の
は
単
に
知
識
を
「
得

る
」だ
け
の
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
と

出
会
い
、
語
ら
い
、
知
識
を
「
培
う
」
場

所
な
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
後
期
か
ら
は

対
面
授
業
を
増
や
し
ま
す
。
学
生
の
希
望

を
で
き
る
だ
け
く
み
取
り
、
将
来
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
そ
れ

が
大
学
の
在
り
方
と
し
て
、
と
て
も
重
要

な
試
金
石
に
な
り
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」
を
念
頭
に
置
き
ま
し
た
。
本
学
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
社
会
知
性
の
開
発
」

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
は
深
く
通
じ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
年
の
２
０
３

０
年
は
、
奇
し
く
も
本
学
１
５
０
周
年
と

重
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

学
生
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
さ
ら
に
は
地
域

の
方
々
も
巻
き
込
ん
で
積
極
的
に
展
開
す

る
こ
と
を
、
今
後
10
年
の
本
学
の
活
動
の

核
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
と
言
わ
れ
る
時
代

で
す
。
今
回
我
々
は
、「
当
た
り
前
だ
と

思
っ
て
い
た
も
の
」
が
、
突
然
遮
断
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
を
畏
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
積

極
的
に
改
善
策
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
通
常
授
業
を
補
完

す
る
も
の
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
こ
れ
か
ら
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
る
学
生
も
非
常
に
多

く
い
ま
す
。
生
田
と
神
田
、
さ
ら
に
は
体

育
寮
の
あ
る
伊
勢
原
を
結
ぶ
。
専
修
大
学

と
国
内
外
の
大
学
を
結
ぶ
。
そ
の
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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２
０
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介
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０
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ど
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❺
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友
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❻
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…
…
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❼

石
巻
専
修
大
学

　
本
学
商
学
部
及
び
商
学
研

究
所
は
６
月
30
日
付
で
台
湾

の
国
立
台
北
大
学
商
学
院

（
池
祥
麟
学
院
長
）
と
国
際

交
流
組
織
間
協
定
を
締
結
し

た
。

　
商
学
院
は
台
湾
を
代
表
す

る
大
学
で
あ
る
国
立
台
北
大

学
の
６
学
院
（
学
部
）
の
う

ち
の
一
つ
。
経
営
学
部
、
会

計
学
部
、
統
計
学
部
な
ど
が

あ
り
、
２
０
１
６
年
に
は
世

界
で
も
っ
と
も
権
威
あ
る
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
認
定
機
関

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
の
国
際
認
証
を

取
得
し
て
い
る
。

　
協
定
内
容
は
①
会
議
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ほ
か
の
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
活
動
の
た
め
の

研
究
者
、
教
職
員
の
短
期
間

の
招
待
②
論
文
や
書
物
等
の

教
材
の
交
換
を
含
む
共
同
の

研
究
と
教
育
活

動
の
推
進
③
情

報
と
関
連
業
績

の
交
換
。

　
台
湾
の
危
機

管
理
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
対
策
で

も
国
際
的
に
注

目

さ

れ

て

お

り
、
協
定
締
結

に
よ
り
、
危
機
管
理
面
で
の

先
進
的
活
動
の
研
究
の
進
展

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
台
湾
企
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
に
関
す
る
実
態
や
日

本
企
業
と
の
関
連
に
つ
い
て

も
相
互
研
究
を
進
め
る
予

定
。

　
国
際
交
流
組
織
間
協
定

は
、
本
学
の
学
部
・
大
学
院

・
研
究
機
関
が
、
海
外
の
大

学
の
学
部
・
大
学
院
や
機
関

と
結
ぶ
も
の
。
国
際
的
共
同

研
究
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
な
ど
を
行
う
。
国
立

台
北
大
学
商
学
院
と
の
協
定

締
結
で
、
組
織
間
協
定
は
６

カ
国
・
地
域
の
10
機
関
と
な

っ
た
。
台
湾
の
研
究
機
関
と

の
組
織
間
協
定
は
初
め
て
。

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

専修大学募金局 T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp

A 国際交流の推進支援 D キャリアデザインプログラム充実支援
01 海外留学支援募金 08 キャリアデザインプログラム充実支援募金
02 外国人留学生支援募金 E 学生のボランティア活動支援
03 日本・ラオスプロジェクト事業募金 09 学生ボランティア活動支援募金

B 学生スポーツ活動の振興 F 多目的ホール・シート募金及びチェア募金
04 学生スポーツ活動支援基金 10 多目的ホール・シート募金
※ 詳細は８面参照 11 チェア募金

C 学生への経済的支援 G 教員の研究活動支援
05 経済支援奨学生募金 12 奨学寄付
06 学術奨励奨学生等支援募金 H その他
07 古本募金 13 その他使途を特定しない支援

募金目的

　本学が進めている事業のうち、下記のＡ～Ｈの８項目を募金
目的の柱としています。また、それぞれの募金目的について、
具体的に使途を明示しております。これにより皆様が、本学の
活動のうち、より強化・充実させたいと思われるものを具体的
に指定し、支援することができる仕組みとな
っております。皆様のご支援・ご協力のほど、
よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ
等をご覧ください。

国
際
交
流
組
織
間
協
定

商
学
部
・
商
学
研
究
所

国
立
台
北
大
学
商
学
院

佐
々
木
重
人
学
長

新
し
い
時
代
の
大
学
に
向
け
て

国立台北大学商学院の校舎

１
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
元
商
店
街
や
関
係
各
機
関
の
協
力
を
得

て
、
フ
ラ
ッ
グ
が
掲
げ
ら
れ
た
。
神
田
周
辺
で
は
、
10
号
館
が
面
し
て
い
る
靖
国
通
り
に
来
年
３
月
末
ま
で
飾
る

写
真

。
生
田
周
辺
で
は
、
今
年
末
ま
で
、
向
ケ
丘
遊
園
駅
北
口
か
ら
多
摩
区
役
所
に
か
け
て
の
区
役
所
通
り
登

栄
会
商
店
街
に
飾
っ
て
い
る

同

。

創立140周年創立140周年 伝統と躍進 伝統と躍進

建物の内部を建物の内部を
ＷＥＢでＷＥＢで
ご覧くださいご覧ください

インドアビューインドアビュー
公開中公開中

140年記念館
（神田10号館）


